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子供がいるにもかかわらず、高齢者の一人暮らしや、孤独死が増えているという。孝行と言う言葉が使わ

れなくなったことも無関心ではなかろう。 

 辞書には「親を大切にし、真心をもってよく尽くすこと」とある。あなたの両親は、あなたを大切にあな

たを生み育ててくれた。「大きくなったら親を大切にしなければならない」という教えだ。 

 だが、それだけではないもっと深い意味がありはしないか。あなたは、あなたの両親から生まれた。その

両親は（祖父母）から生まれ、祖父母は曾祖父母（ひいおじいさん・おばあさん）から、曾祖父母は高曾祖

父母（おおひいおじいさん・おばあさん）から、というふうに延々と遡る。遡れば遡るほど多くの人々に繋

がることに気づく。 

 ＮＨＫの「ヒストリー」という番組を見ることがある。有名人が登場し、自分のルーツが解き明かされる

番組だ。本人が普段とは別の顔つきで登場する。自分の先祖がどうであったのか知りたいとは思っている様

子や緊張している様子が見て取れる。 

 祖父母と同居する家庭が希になっていることもあり、自分の祖父母さえ、どの様に生きてきたのかきかさ

れることもないのが現実なのだ。 

 先祖を意識する機会が奪われてしまっていては孝行もへったくれもない。 

 遠い遠い先祖から繋がって今の自分がある。生命の連続の中にあるという気になれば、自分だけの命では

ない。自分の命を粗末には出来ない。大切に生きようとなるはずだ。生活様式が変わろうとも、人間の魂は

古代よりそんなに変ってはいない。先祖とのつながりを意識し、自分を大切に生きることこそが実は孝行で

はないのか。     （ひとり言） 

 

 

 

 

 

 

 

雑記帳 
親孝行とは 

引越してきました 

                         

 

① ＬＥＤ防犯灯の新設 

・ ２組公会堂入口南のバス通りの電柱 

・ ７組 「あんぜん岡山」 東側の電柱 

② 公会堂の冷暖房設備 

  現在の場所に移転新築から２３年を経過し、空調の寿命が来ているので、新設を予定しております。 

今しばらくご辛抱ください。 

③ 夜間の「あんぜん・あんしん見回り隊」の隊員募集をしています。 

（第 1～３金曜日 徒歩にて町内１時間余り見回りしています。） 

町内会からのお知らせ 

 今年の４月下旬に夫婦で引っ越ししてまいりました内海です。 

私は四国出身でして、縁あり岡山に住むようになり１２年ほどにな

りました。とはいえ、まだまだ知らないことも多いので色々教えて

いただければと思います。不慣れなことも多く、皆さまにはご迷惑 

 

 

をお掛けすることもあるかと思いますが、どうぞよろしくお願い致します。 

２組   内 海 太 郎・麻希子 

                 

    

 

 


